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水は水道用水、工業用水、農業用水等の大切な資源として利用されるばかりではありませ

ん。川辺はレクリエ―ションや憩いの場として潤いと安らぎを与えてくれるなど、私たちの

生活に密接に関係しています。 

このため、本市においては市内の主要な河川、海域について水質調査等による監視を続け

ています。しかし近年は人口の集中と生活様式の変化に伴い、特に中小河川で生活排水によ

る汚濁が進んでいます。公共下水道などの整備も進んでおり水質は徐々に改善されてきてい

ますが、それでも生活排水による影響は水質汚濁の半分以上を占め、その対策は現在も重要

な課題となっています。 

 

 

 

本市では河川水質の汚濁状況を監視するため、国、県と協調して主要河川の水質調査を毎

年行っています。 

環境基準が設定されているのは矢作川、矢作古川、朝鮮川、鹿乗川の４河川で、ＢＯＤは

環境基準に適合していました。 

環境基準の設定されていないその他の河川の中では、市街地を流れる二の沢川、北浜川、

堀割川でＢＯＤが比較的高い結果となり、生活排水の影響を大きく受けていると思われます。 

 

 

調査地点の地図 
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一色悪水路 

鹿乗川 

２ 水質汚濁 

（１） 主要河川の状況
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ＢＯＤの調査結果 

 

河 川 名 調査場所 
環境基準

の 類 型 
７５％水質値 環境基準 

環境基準の

適 否 

矢 作 川 米 津 橋 Ｂ ０．８  ３ ○ 

矢作古川 古川頭首工 Ｃ １．６  ５ ○ 

鹿 乗 川 米 津 小 橋 Ｃ ３．８  ５ ○ 

朝 鮮 川 坂 下 小 橋 Ｃ ２．８  ５ ○ 

 

矢作川にかかる米津大橋 

 

 

ＢＯＤ＝生物化学的酸素要求量（Biochemical Oxygen Demand） 

有機物による水の汚れの程度を示す指標となっており、この値が５以上では魚がすみに

くくなります。 

 

 

７５％水質値とは 

 測定値を低いほうから並べて７５％目に当たる数値を指します。環境基準との比

較については、ＢＯＤ・ＣＯＤについては７５％値を、全窒素や全燐は平均値を用

いて評価しています。 
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ＢOD年平均値の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境基準の類型とは 

河川の環境基準における類型は利水目的に応じて次表の６段階に定められています。 

類型 利水目的の内容 

ＡＡ 水道 1級 自然環境保全及びＡ以下の欄に掲げるもの 

Ａ 水道 2級 水産 1級 水浴及びＢ以下の掲げるもの 

Ｂ 水道 3級 水産 2級及びＣ以下の欄に掲げるもの 

Ｃ 水産3級 工業用水1級及びＤ以下の欄に掲げるもの 

Ｄ 工業用水2級 農業用水及びＥの欄に掲げるもの 

Ｅ 工業用水3級 環境保全 
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 海域につきましては県が西尾地先の三河湾について定期的に調査を行っており、その結果

の概要は次の表のとおりです。 

ＣＯＤ（生化学的酸素要求量）、全窒素、全燐全ての項目で基準不適合となっており、これ

らのことから依然として生活排水による水質汚濁がみられることを示しています。 

 

測定場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 西尾地先海域の状況 
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ＣＯＤ            単位：ｍｇ／ｌ 

測定場所 環境基準の類型 基準値 ７５％水質値 環境基準の適否

Ｋ－４ Ａ ２ ３．４ × 

Ｋ－５ Ａ ２ ２．７ × 

Ｋ－６ Ａ ２ ３．８ × 

 

全窒素            単位：ｍｇ／ｌ 

測定場所 環境基準の類型 基準値 年平均値 環境基準の適否

Ｋ－４ Ⅱ ０．３ ０．４３ × 

Ｋ－５ Ⅱ ０．３ ０．３６ × 

Ｋ－６ Ⅱ ０．３ ０．３６ × 

 

全燐            単位：ｍｇ／ｌ 

測定場所 環境基準の類型 基準値 年平均値 環境基準の適否

Ｋ－４ Ⅱ ０．０３ ０．０４７ × 

Ｋ－５ Ⅱ ０．０３ ０．０３９ × 

Ｋ－６ Ⅱ ０．０３ ０．０３７ × 

 

 

ＣＯＤ＝生化学的酸素要求量（Chemical Oxygen Demand） 

有機物による水の汚れの程度を示す指標であり、ＢＯＤは生物が有機物を分解する 

ために必要な酸素の量で測定するのに対して，ＣＯＤは酸化剤で有機物を分解するのに 

必要な酸素の量で表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＯＤの経年変化

2

4

6

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

COD (mg/ℓ)
測定点Ｋ４ 測定点Ｋ５ 測定点Ｋ６
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海域の環境基準の類型 

ＣＯＤの 

環境基準の類型 
利水目的の適応性 基準値 

Ａ 
水産 1 級 水浴 自然環境保全及びＢ以下の

欄に掲げるもの 
2㎎/ℓ以下 

Ｂ 水産 2級 工業用水及びＣの欄に掲げるもの 3㎎/ℓ以下 

Ｃ 環境保全 8㎎/ℓ以下 

 

全窒素全燐の 

環境基準の類型 
利水目的の内容 基準値全窒素 基準値全燐 

Ⅰ 
自然環境保全及びⅡ以

下の欄に掲げるもの 
0.2 ㎎/ℓ以下 0.02㎎/ℓ以下 

Ⅱ 
水産 1 種 水浴及びⅢ

以下の欄に掲げるもの 
0.3 ㎎/ℓ以下 0.03㎎/ℓ以下 

Ⅲ 
水産 2 種及びⅣの欄に

掲げるもの 
0.6 ㎎/ℓ以下 0.05㎎/ℓ以下 

Ⅳ 
生物生息環境保全 工

業用水 水産 3種 
1㎎/ℓ以下 0.09㎎/ℓ以下 

 

 

 

 

 昭和３０年代から４０年代にかけて、工業の発展に伴い地下水が大量に汲み上げられこと

により地盤沈下がみられたため、愛知県が昭和５０年代になって観測を始めました。その後

の県の指導により、工業用水への転換や使用量の削減が図られ、現在、市内では年間１ｃｍ

以上の沈下が見られる場所はなくなりました。 
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  ▲万灯山山頂で見られるママコナ 

 

 

３ 地盤沈下 


